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令和４年度 大阪ふれあいおりがみ等使用実態調査まとめ 

 

１. 調査期間 

 令和４年 10月１４日（金）（おりがみに同封）から 12月 1６日（金）まで 

 

２．各設問の結果まとめ  

 有効回答件数 １８３校（回答率：約１８％） 

 ※使用実態調査配布：府内小学校１,０４０校（国・公・私立、支援学校含む。） 

   

 

 

 

 

 

※各設問ごとの％は、四捨五入のためその合計値が 100にならない場合があります。 

 

【大阪ふれあいおりがみについて】 

問１ 「大阪ふれあいおりがみ（以下、おりがみ）」をご存知でしたか 

 

問２ おりがみを使用されましたか（使用される予定ですか） 

  

 

知っていた

57％

知らなかった

43%

回答なし

0%問１

授業等で使用

49%

宿題や自宅学習

15%

配布のみ

34%

配布なし,

1%
回答なし,  1%

問２

おりがみを「知っていた」という回答が半数以上の５７％となっており、一定の周知が図れていると

考えられる。（令和３年度：４９％） 

 ふれあいおりがみを知っている割合は 57％（令和３年度 49％） 

 ふれあいおりがみの使用割合は 99％（令和３年度 98％） 

 ふれあいすごろくを知っている割合は 54％（令和３年度 45％） 

 ふれあいすごろくの使用割合は 95％（令和３年度 92％） 

 

① 知っていた 105 件 57% 

② 知らなかった 78 件 43% 

③回答なし 0 件 0% 

 

① 授業等で使用 90 件 49% 

② 宿題や自宅学習 28 件 15% 

③ 配布のみ 63 件 34% 

④ 配布なし 1 件 1% 

⑤ 回答なし 1 件 1% 

 

 
使用割合は配布のみも含まれるが、９８％となっ

ており、大多数の生徒の手元に届いていると考え

られる。（R3 年度：９８％） 



2 

問３（問２で、「1」または「２」と回答いただいた方） 

① いつ、②何の授業や教科で、③どのように使用されましたか（されますか）④障がいに関する子ども

の理解度は上がったと感じますか。（全体 1１８件） 

①いつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②何の授業や教科で 

 

 

③どのように 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

総合学習

79%

道徳 13%

国語 1%

その他, 5%

回答なし

2%

問３②

「総合的な学習」が最も多く、その次に「道徳」と続いた。その他としては、「学活」や「休み時

間」等の意見があった。 

① 10～11 月 33 件 28% 

② 12 月 71 件 60% 

③ 1 月 4 件 3% 

④ その他 0 件 0% 

⑤回答なし 10 件 9% 

 

① 総合的な学習 93 件 79% 

② 道徳 15 件 13% 

③ 国語 1 件 1% 

④ その他 6 件 5% 

⑤ 回答なし 3 件 2% 

 

① 個別に作成 70 件 59% 

② 班ごとに作成 14 件 12% 

③ 配布のみ 29 件 25% 

④ その他 5 件 4% 

 

 

 

 

 

「12月」が最も多かった。おりがみ送付時に同封している送付文の内容にもとづき、「障がい者週

間（12月 3日～9日）」、及びその前後に活用されていると思われる。 

 

「③その他」としては、次のような回答があった。 

・授業で記載内容を確認し、自宅学習とした。 

・ユニバーサルデザインの学習と関連して、読む資料とした。 

 

10～11月

28%

12月 60%

1月 3%

回答なし, 

9%
問３①

個別に作成

59%班ごとに作成

12%

配布 25%
その他

4%

問３③
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④障がいに関する子どもの理解度は上がったと感じますか。 

  

 

 

 

 

【大阪ふれあいすごろくについて】 

問４「大阪ふれあいすごろく（以下、「すごろく」と記載）」をご存知でしたか 

 

 

問５ すごろくを使用されたことがありますか（使用される予定ですか） 

 

 

 

 

変わらない

3%

やや上がった

69%

上がった

25%

回答なし, 

3%

問３④

知っていた 54%知らなかった 46%

問４

使用した

68%

宿題や自宅学習

5%

配布のみ

22%

配布なし, 5%問５

① 変わらない 4 件 3% 

② やや上がった 81 件 69% 

③ 上がった 29 件 25% 

④ 回答なし 4 件 3% 

 

 

① 知っていた 98 件 54% 

② 知らなかった 85 件 46% 

 

① 授業等で使用 124 件 68% 

②宿題や自宅学習 

として配布 
9 件 5% 

② 配布のみ 40 件 22% 

③ 配布しない 10 件 5% 

 

・「上がった」「やや上がった」という回答が９４%と、障がいに対する理解度は一定程度向上した

と考えられる。 

・すごろくの使用割合が95％と年々増加している（配布のみも含む）。（R2：87％、R3：92％） 

・授業等で使用が増加。（R３:58％→R４:68％） 
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問６（問５で、「１」または「２」と回答いただいた方） 

  具体的に①いつ、②何の授業や教科で、③どのように使用されましたか（されますか） 

  （全体：１３３件） 

① いつ 

 

 

 

 

②何の授業や教科で 

 

 

 

 

 

③どのように 

 

 

 

10~11月

22%

12月 62%

1月 7%

回答なし

9%

問６①

総合学習

77%

道徳

13%

国語

1%

その他,  8% 回答なし

1%

問６②

班ごとに使用

91%

配布 5%

その他 5%問６③

① 10～11 月 29 件 22% 

② 12 月 82 件 62% 

③ 1 月 10 件 7% 

④ 回答なし 12 件 9% 

  

① 総合的な学習 102 件 77% 

② 道徳 17 件 13% 

③ 国語 1 件 1% 

④ その他 11 件 8% 

⑤ 回答なし 2 件 1% 

 

①班ごとにすごろ

くをした 
121 件 91% 

②宿題や自宅学

習として配布した 
6 件 5% 

③その他 6 件 5% 

 

・使用した月は、おりがみ同様「１２月」が最も多く、全体の 62％を占めた。 

 

・おりがみと同様に「総合的な学習」が最も多かった。その他の回答としては、「朝のHR」などが

あった。 

 

・「班ごとにすごろくをした」の割合が年々増加していたが、今年は 91％とコロナ禍前の水準を上

回った。（R1：75％・R2：68％・R3：83％） 
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④障がいに関する子どもの理解度は上がったと感じますか。 

  

 

 

【大阪ふれあいおりがみ・すごろく全般について】 

問７ 掲載内容や、提供方法、その他良かった点・改善すべき点など、全般的にご自由にご記入ください。 

① 掲載内容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変わらない

1%

やや上がった

66%

上がった

23%

回答なし, 

10%

問６④

適切

63%

おおむね適切

34%

不適切

1%

その他

1%

回答なし

1%
問７①

① 変わらない 1 件 1% 

② やや上がった 88 件 66% 

③ 上がった 31 件 23% 

④ 回答なし 13 件 10% 

 

① 適切 116 件 63% 

② おおむね適切  62 件 34% 

③ 不適切 1 件 1% 

④ その他 2 件 1% 

⑤ 回答なし 2 件  1% 

 

・内容については、「①適切」と「②おおむね適切」を合わせると９7％を占めた。 

・「不適切」の回答については、小学３年生には難しいという意見だった。 

 

  

 

・「上がった」「やや上がった」という回

答が 89%と、障がいに対する理解度は

向上したと考えられる。 
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②掲載内容について（自由記述、抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 配布時期について 

 

 

 

 

 

 

 

ちょうど良い

88%

早い

2%

遅い

7%

その他

1% 回答なし

2%

問７③

＜肯定的＞ 

・イラストがあり分かりやすかった。 

・カラーで分かりやすく、子供に親しみやすいデザインである。 

・すごろくはゲーム感覚で学べるので楽しそうだった。 

・障がいを知り、理解しやすいように、障がいの種類ごとに必要な道具や支援が分かりやすく示されて

いて良かった。 

・障がいは人ではなく、周りにあることを伝えることができた。 

・優しい色合いで、子供達の興味を引くものであった。障がい理解に繋がるワードやマークが載ってお

り、子供達自身がすごろくをしたいと言ってきた。 

・国語で「パラリンピックを目指すもの」という学習が同時期にあったので、すごろくや資料がちょう

ど障がい理解に繋がったと思う。 

・街中で見かけるマークを知ることで、興味を持って考えるきっかけになる。 

・色々なマークの紹介があり、知っていることで助けられる場面があるかもしれないと感じた。人権教

育をする上で、まずは知識を得ること、その後に自分事としてどう考えるかが大切だと思うので、き

っかけになると感じた。 

 

＜否定的＞ 

・おりがみはとっつきにくい児童もいるため、すごろくの方が全員で取り組みやすい。 

・３年生で扱う場合は、すごろくだけでも十分だと思った。 

・小学部３年生の実生活、身の回りの出来事、知っている言葉に見合った内容にして欲しい。 

 例）職場⇒働いている所 等 

・一面の中に情報が多すぎて、子供達はどこを見れば良いか分かりにくい。 

・おりがみの折り方が３年生には少し難しい。 

① ちょうど良い 162 件 88% 

② 早い 3 件 2% 

③ 遅い 12 件 7% 

④ その他 2 件 1% 

⑤ 回答なし 4 件 2% 

 

・「ちょうど良い」という回答が８割を占める一方、「遅い」という回答には「２学期を通して障がい理解

の学習を計画していた」「10 月中に行う車いす体験に間に合うと、事前指導に活用できた」という意

見があった。 

・市町村経由で配布するため、配布時期にはバラツキが出る。 
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【授業用スライドについて】 

問８ おりがみ・すごろくを有効活用していただくため、授業用スライド（２時間程度）及び授業用スラ

イド導入版（５～１０分程度）を作成しています。このスライドについて、活用されましたか。（活用され

る予定ですか）  

  

 

 

 

 

 

 

問９（問８で、「１ 授業用スライド（２時間程度）を活用」と回答いただいた方） 

スライドについて、掲載内容や、提供方法、その他良かった点・改善すべき点など全般的に、 

ご自由にご記入ください。 

① 使用しやすさについて 

  

②掲載内容について 

 

授業用スライド

（２時間程度）を

活用14%

授業用スライド導入

版を活用 29%

使用して

いない

56%

回答なし

1%

問８

使用しやすかった

35%

まあまあ使用し

やすかった

65%

問９①

１．適切

31%
２．おおむね

適切 69%

問９②

① 授業用スライド（２時間

程度）を活用した（す

る） 

26 件 14% 

② 授業用スライド導入版

（５～１０分程度）を活

用した（する） 

54 件 29% 

③ 使用していない 102 件 56% 

④ 回答なし 1 件 1% 

 

① 使用しやすかった 9 件 35% 

② まあまあ使用しやすかった 17 件 65% 

③ 使用しにくかった 0 件 0% 

 

① 適切 8 件 31% 

② おおむね適切 18 件 69% 

③ 不適切 0 件 0% 

 

・授業用スライドのスライドをおりがみ、すごろくと共に参考資料として同封したところ、使用率は 44％

に増加。（昨年度：20％） 

・おりがみを「配布のみ」と回答している学校の中で、「授業用スライドは使用した」と回答があったの

は、15件。（R3：2件） 
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③スライドの内容について良かった点・改善すべき点等あればご記載ください。（自由記述、抜粋） 

  

 

 

 

 

 

 

問１０（問８で、「２ 授業用スライド導入版（５～１０分程度）を活用」と回答いただいた方） 

スライドについて、掲載内容や、提供方法、その他良かった点・改善すべき点など全般的に、 

① 使用しやすさについて 

  

 

 

② 掲載内容について 

 

③ スライドの内容について良かった点・改善すべき点等あればご記載ください。（自由記述、抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用しやす

かった 44%まあまあ使用

しやすかった

52%

使用しにくかっ

た 2% 回答なし

2%

問１０①

適切

65%

おおむね適切

31%

回答なし

4%

問１０②

・生活の中の具体的な場面について、イラスト付で噛み砕いた言葉で丁寧に説明されていて、子供に

伝わりやすいものだと思った。 

・授業にすぐ活用できるもので良かった。 

・オストメイトマークに過剰に反応してしまうことが予想されたので、スライドの言葉の部分を変更

した。 

・高齢運転者標識が古いものだったので、新しいものに変更してほしい。 

① 使用しやすかった 24 件 44% 

② まあまあ使用しやすかった 28 件 52% 

③ 使用しにくかった 1 件 2% 

④ 回答なし 1 件 2% 

 

① 適切 35 件 65% 

② おおむね適切 17 件 31% 

③ 不適切 0 件 0% 

④ 回答なし 2 件 4% 

 

・身近なことから学べて分かりやすかった。 

・シンプルで分かりやすい。 

・言葉が短く、絵が多くて分かりやすかった。 

・今の子供達の中でバリアフリー化がすすめられた環境が当たり前になっているように感じるため、

駅のホームの件よりも「みんなができることは何かな？」に重点をおいた。 

 

 

 

 

 

・使用しにくい意見としては、「小学３年生で扱うには早い」という回答だった。 
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【授業用シナリオについて】 

問１１おりがみ・すごろくを有効活用していただくため、授業用シナリオ（２時間程度）及び授業用シナ

リオ導入版（５～１０分程度）を作成しています。このシナリオについて、活用されましたか。（活用され

る予定ですか）  

 

 

問１２（問１２で、「１」または「２」と回答いただいた方） 

シナリオについて、掲載内容や、提供方法、その他良かった点・改善すべき点など全般的に、 

ご自由にご記入ください。 

① 使用しやすさについて 

  

② 掲載内容について 

  

授業用シナリオ（２

時間程度）を活用

11%

授業用シナリオ

（導入版）を活用

21%使用していない

66%

回答なし,  

2%

問１１

１．使用しや

すかった54%

まあまあ使用し

やすかった

42%

使用しにく

かった,  2% 回答なし, 

2%

問１２①

適切

66%

おおむね適切

33%

回答なし

7%

問１２②

① 授業用シナリオ（２時

間程度）を活用した 
20 件 11% 

② 授業用シナリオ導入版

（５～１０分程度）を活用し

た 

39 件 21% 

③ 使用していない 121 件 66% 

④ 回答なし 3 件 2% 

 

① 使用しやすかった 32 件 54% 

② まあまあ使用しやすかった 25 件 42% 

③ 使用しにくかった 1 件 2% 

④ 回答なし 1 件 2% 

 

① 適切 35 件 60% 

② おおむね適切 19 件 33% 

③ 不適切 0 件 0% 

④ 回答なし 4 件 7% 
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 障がい理解に関する教材のアイデア等、その他ご意見があればご記入ください。（自由記述、抜粋） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・国語科でこの時期（障がい者週間）にパラリンピックについて学んでいるため、パラリンピックの

話題をもっと盛り込んで欲しい。 

・大変重要な学習なので、引き続きこのような教材があると有難い。 

・見えない障がいについて詳しく書かれており、良かった。 

・とても使いやすく、人権学習で３年生が取り組んでいる障がい者理解学習と併せて活用できたので

継続して使っていきたい。 

・子供達に取組みやすい内容になっているので、年間計画に入れられるよう見通しをもって工夫する。 

・障がい者への理解が深まり、知りたい子供、興味、関心を持つ子供のきっかけになった。 

・支援学校との交流会の場を設けているので、その時期と重ねると有効だと思う。 

・介護の仕事をされている保護者の方が良い教材だと言っていた。 

・発達障がい等、子供にとって目に見えにくい障がいに関する内容を啓発する教材があっても良い。 

・小学生にとって障がいについて考えるいいきっかけになっている。 

・本来なら学校で作り、子供達へ教えていかなければならないが、とても分かりやすいスライドや指

導案があるので、とても有難かった。また、子供達に知ってほしいポイントもしっかり抑えてある

ので、人権教育にも繋がるものである。 

・当事者の話など、どのようなところで困っているかなど具体的に想像できると子供達の感じ方も変

わると思う。 

・おりがみは喜んで児童が取り組んだので、導入としては良いアイデアだと思う。しかし個人差が激

しく学習の時間をあまり取れなかった。  

・授業用シナリオに対応した児童への配布資料があると良い。 

・学年の実態的におりがみもすごろくも内容が難しく活用することができなかった。支援学校におい

ては小学部３年生よりも高学年、もしくは中学部の方が実態的に理解できるかもしれない。 

 


